
 
 

８Ｋ技術の応用による医療のインテリジェント化に関する検討会 
 開催要綱（案） 

１ 目的 

８Ｋなどの超高精細な映像技術は、これまで、放送分野におけるより高画質・高機能なサービスの

提供等に向けて検討が進められてきたが、その他にも様々な産業分野、特に医療分野において新たな

機器・サービス及びビジネスの創出等が期待されている。 

また、８Ｋなど医療以外の分野で開発・実用化された革新的な技術の応用による医療の機械化・知

能化などの医療分野のインテリジェント化については、誰もが健やかに、老後も安心して暮らしてい

く環境の実現に向けて重要な検討課題となっている。 

このため、医療分野のインテリジェント化によるイノベーションの実現に向けて、８Ｋ技術の医療

応用や、これにより得られた高精細映像データの利活用の可能性及び実現に向けた課題の検討を行う

ため、本検討会を開催する。 

２ 名称 

本会は、「８Ｋ技術の応用による医療のインテリジェント化に関する検討会」と称する。 

３ 主な事項 

（１）８Ｋ技術を活用した機器開発及び遠隔診療の実用化その他の８Ｋ技術の医療応用に向けた検討 

（２）画像解析を始めとする高精細映像データの利活用の可能性と実現に向けた課題の検討・整理 

４ 構成及び運営 

（１）本懇談会の構成員は、別紙のとおりとする。 

（２）本懇談会には、座長を置く。 

（３）座長は、本懇談会を招集する。 

（４）座長は、必要に応じ、構成員以外の出席を求め、意見を聴くことができる。 

（５）その他、本懇談会の運営に関し必要な事項は、座長が定める。 

５ 議事の公開 

（１）本懇談会の議事及び使用した資料については、次の場合を除き、公開する。 

  ① 公開することにより当事者又は第三者の権利、利益や公共の利益を害するおそれがあると座長

が認める場合 

  ② その他、非公開とすることが必要と座長が認める場合 

（２）本懇談会終了後、速やかに議事概要を作成し、公開する。 

６ 開催期間 

  本懇談会は、平成２８年４月から開催し、同年夏頃までを目途とする。 

７ 庶務 

本懇談会の庶務は、内閣官房健康・医療戦略室及び総務省情報流通行政局情報流通振興課情報流通

高度化推進室において行う。 
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